
令和 3 年度 12 月 

一般社団法人大阪臨床整形外科医会理事会 

日時：令和 3年 12 月 4 日（土）１５：００～１８：００ 

場所：ハービス PLAZA 5 階（8,9,10 号）会議室 

 

会 長： 長谷川利雄   会長代行 : 藤本啓治  

副会長： 小林正之 白木隆士 木下裕介 堀口泰輔 

理 事： 明石健一 上野憲司 大窪 博 大成浩征 荻野 晃  片岡英一郎 貴島浩二  

岸本成人 岸本英樹 小坂理也 清水広太 神藤佳孝 田上実男 調子和則 

中川浩彰 中野晋吾 邉見俊一 宮口正継 宮崎 浩 宮島茂夫 宮田重樹 

村上仁志 森下 忍 森本清一 矢倉久義 山口眞一 山本善哉 梁 裕昭 

吉村弘治 和田孝彦 山本 哲 前中孝文 増田 博 

監 事： 黒田晃司 栗本一孝   

理事会・常任理事会オブザーバー： 右近良治   （敬称略） 

 

 

令和 3 年度 9月ＯＣＯＡ理事会議事録の承認        中野 理事 

別資料のとおり、承認された。 

 

[協議事項] 

 

１、研修会予定                      堀口 副会長    

スポーツ研修会（令和 4年 1月 29日 16:00～WEB 研修会 ビデオオン E-TEST 無 定員 300 名 ） 

OCOA単独開催  申し込み者の確認については担当理事での再協議となった。 

OCOA会員優先、F-net とメーリングリストにて広報  

講演 1：「膝スポーツ傷害の最近の話題」  座長：明石 健一 先生 

演者：大阪市立大学大学院医学研究科 整形外科 講師 橋本 祐介 先生  

N 2、12、S（スポーツ医）、日医 57、61 

講演 2：「肩のスポーツ障害の診断と治療」 座長：調子 和則 先生 

演者：大阪市立大学大学院医学研究科 整形外科 病院講師 間中 智哉 先生  

N 2、9、S（スポーツ医）、日医生涯教育 CC 日医 1、10 

講演 3：「上肢スポーツ傷害の最近の話題」 座長：木下 裕介 先生 

演者：大阪市立大学大学院医学研究科 整形外科 准教授 岡田 充弘 先生  

N 2、10、S（スポーツ医）日医 9、15 日本手外科学会 1単位 

※日本医師会認定健康スポーツ医 3 単位（講演 1、2、3まとめて） 

※日本リハビリテーション医学会専門医【2 単位】認定臨床医【20 単位】（講演１,3 あわせて） 

第 347 回研修会ＷEB 研修会 令和 4年 2月 19日WEB 

（サテライト：TKP ガーデンシティ大阪梅田）（タイムテーブル未定）：科研製薬 

講演１：「下肢痛・しびれを引き起こす疾患の診断と治療」 座長：清水 広太 先生 

演者：市立豊中病院 整形外科 医長 柏井 将文 先生 

N7、N8、SS（脊椎脊髄病医）日医生涯教育 CC15、60 



講演 2：「頚椎症性脊髄症へのアプローチ −臨床の実際−」 座長：小坂 理也 先生 

演者：大阪医科薬科大学生体管理再建医学講座 整形外科学教室助教 藤城 高志 先生 

N7、SS（脊椎脊髄病医）日医生涯教育 CC9、63、日本リウマチ学会 2 単位（講演 1,2 まとめて） 

第 348 回研修会ＷEB 研修会 令和 4年 3月 26日：中外製薬 

講演１：「RA患者のQOL 最大化には何が必要か？～筋肉からのアプローチ～」 

座長：山口眞一先生  演者：大阪市立総合医療センター 整形外科 多田 昌弘先生 

講演 2：「COVID-19 アップデート」 座長：白木 隆士先生 

演者：大阪大学大学院医学研究科 感染制御学 教授  忽那  賢志 先生   

第 349 回研修会WEB 研修会 令和 4年 4 月 16日：大正製薬 

講演１：「（未定）」  座長：邉見 俊一先生 

演者：大阪大学大学院医学研究科 運動器再生医学共同研究講座特任講師 蛯名 耕介先生 

講演 2：「がんロコモについて ― 転移性脊椎腫瘍の手術治療を中心に」座長：貴島 浩二先生 

演者：近畿大学奈良病院 教授 戸川  大輔 先生 

以降の研修会については対面講習会で開催する予定（詳細は未定） 

第 350 回研修会   令和 4 年 5 月 14 日 梅田スカイビルタワーイースト：エーザイ  

情報交換会 無 

第 351 回～第 355 回研修会 

※ JCOA 日韓合同研究会 令和 4 年 6月 4日予定 → 延期された。 

  

２、理事の選任 河崎美也子会員を理事に選任する      長谷川 会長 

会長推薦として。承認された。 

 

３、柔整審査委員（社保）追加の件 榎本誠理事を府医に推薦  長谷川 会長 

承認された。 

 

４、令和 4･5年度OCOA 組織表           長谷川 会長 

別資料の通り、承認された。（以下新任、敬称略） 

新理事就任予定：河合大五郎、河崎美也子、越宗勝、竹口輝彦、中塚映政 

新監事就任予定：森本清一  新副会長および新常任理事就任予定：中谷晃之 

 

５、OCOA のデジタルトランスフォーメーション（DX）目指す戦略  神藤 理事 

 OCOA の組織運営戦略として、医療界の DX（製薬企業のデジタル戦略、1995 年生まれ以降の Z 世

代を見据えたWEB研修会・学会のニーズ、専門医機構の基本的スタンス・ガバナンス、DXと組織運

営、組織の持続的発展を目指す目標設定 SDGｓ3,4,5,8,17）を説明され、現在および今後のインター

ネットでの情報発信、デジタル化に OCOA ホームページが対応できる様にリニューアルする必要性

について、承認された。 

 

６、OCOA ホームページのリニューアルについて    岸本(成) 理事 

HP リニューアル費として 150 万円を引き当てる。維持費用は広告費として計上されている。 

 以上、承認された。リニューアル内容の詳細は次回の理事会まで広報委員会内担当者で検討 。 

 



７、大阪マラソン              荻野 理事 

⑴ 第 10 回大阪マラソン・第 77回びわ湖毎日マラソン統合大会：令和 4年 2 月 27 日開催 

出務医師表、大阪マラソン関連予算案、令和 4 年大阪マラソン医療救護業務報告協議会（宴会会場

使用に関しての大阪府ガイドラインに沿った開催）が提示され、承認された。 

⑵ 大阪城トライアスロン２０２２大会：令和 4年 5 月 7日、8 日開催（予定） 

大阪府医師会及びトライアスロン協会から出務依頼あれば古瀬先生、明石先生を推薦することが承

認された。 

 

８、レジメ委員会の開催について         中野 理事 

WEB 開催（12月 28日(火)20：00～ZOOM）に決定。 

総会レジメ作成資料としてについて以下の項目について、事前申告するよう担当理事から要請あり。 

（３）令和３年度各種委員会（OCOA、JCOA、JOA など）開催日と出務状況 

 （４）府医プロジェクト委員会 

 （６）広報事業 令和３年度大阪府「骨と関節の日」行事報告＜その他イベント＞ 

 

９、OCOA 会報第 48号の広告協賛と趣意書           宮崎 理事 

OCOA会報広告収入が減少傾向にあるが、広告料の値上げは難しい。 

対策として、協賛広告を増やす（検査会社、義士装具、リハビリ機器、電子カルテの会社）、 

大阪府医師信用組合、大阪府医師協同組合に広告を依頼する提案があり、承認された。 

また、新たな趣意書、申込書、お礼状、請求書の体裁について提示され、承認された。 

 

１０、令和 4 年度予算編成           木下 副会長 

次期収支予算明細が提示され、大阪城トライアスロン出務医師 1→2名（出務費 10,000→20,000円）、

広告費（ホームページ維持費 131,000 円→300,000 円）の修正を加えて承認された。 

 

１１、令和 3 年度収支予測（正味財産増減計算書）3期比較    木下 副会長 

正味財産増減計算書 3期比較、正味財産増減計算書（令和 3 年 2月 1日から令和 4年 1 月 31日）、 

収支予想（正味財産増減）3期比較が提示され、承認された。 

経常費用：総務費：JCOA 会費・入会金の前年度分と当年度予想の差額 1,008,000 円の明細について

担当副会長から後日メールで報告することになった。 

 

１２、松矢浩司 先生 OCOA 特別会員推薦について      木下 副会長 

承認された。 

 

１３、JCOA会費一括納入の変更について             木下 副会長 

現状 ：令和 4 年度より JCOAの年会費 24,000 円を毎年 4月に一括納入 

変更後：令和 4 年度より JCOAの年会費 24,000 円を毎年 5月に一括納入 

以上の変更と、その会員向け説明通知文書および令和 4 年 2月に送付する事が承認された。 

  

１４、療法士会 事業計画、令和 3 年度収支見込み、令和 4 年度予算案  木下 副会長 

令和４年度事業方針案、令和４年度事業計画案、令和 3 年度収支見込、令和 4年度予算案を確認。 



OCOAからの助成金として希望額 100,000 円があり、承認。 

 

１５、会員動態（前回の理事会以降）         白木 副会長         

前回理事会 9/4(正会員 496 名) 以降 新入会   2 名  

竹口 輝彦 先生  令和 3年 9 月 25 日 入会 

長山 正 先生   令和 3年 9 月 25 日 入会 

（常任理事会で承認） 

前回理事会(9/4) 以降 退会   2 名  

    楠 正敬 先生  令和 3 年 10 月 13 日  退会 閉院のため 

    久原 宗雄 先生 令和 3 年 11 月 05 日  退会 高齢のため継承   

 令和 3年 12 月 4 日現在 

    正会員     496 名  

    特別会員    8名 (うち 4名が JCOA 名誉会員) 

    顧問(現役教授)  8名  

    特別顧問    1名  茂松 府医会長(正会員) 

    名誉会員(元教授等) 11 名   

    合計      523 名 (JCOA 名誉会員が計 6名) 

   JCOA正会員は 

OCOA正会員 496 名+OCOA特別会員 8名＝504 名から JCOA 名誉会員 6名を除いた 498名 

 

１６、新入会 3名の入会申込書         白木 副会長 

 竹口輝彦先生、長山正先生、久原章雄先生、について。 

長山正先生、久原章雄先生の日本整形外科学会入会を確認する必要あり。 

未入会の場合、各先生に入会依頼および入会推薦者を紹介する。 

 

１７、その他              長谷川 会長 

なし 

 

 

 

[報告事項] 

 

１、日整会の ICT化について         長谷川 会長 

⑴ライブ配信による教育研修講演においては、受講者のカメラをオンにし、出席状況を主催者が厳重

に確認・管理すること。視聴者のカメラをオフにする、あるいは途中退出することは認めない。 

⑵日整会認定医研修会は、新規取得、資格継続を目的に、今後 2 年間WEB 研修会を開催する。 

 ⑶日整会雑誌の電子ジャーナルリーダーシステム（MEDPORTAL）での配信 

 ⑷学術集会のハイブリッド開催 

⑸オンデマンド配信による教育研修講演単位認定について、不正受講とは、初回視聴をスキップ、複

数の PC/タブレット等で同時視聴、時間が経過してからまとめて回答すること、など。 

⑹専門医試験の CBT 化 ⑺クレジット決済 ⑻理事会はハイブリッドで紙ベース資料は廃止 



⑼社員総会のWEB 開催 

 

２、専門医の広告について             長谷川 会長 

専門医機構専門医認定を受けた旨については広告することができる（学会専門医認定を受けた旨は広

告することが出来ない）。ただし、経過措置として、適応期日前の学会専門医認定を受けた旨につい

ては、当分の間、なお従前の例により広告することが出来る 

(2025 年以降は専門医機構のみ広告できる)。 

 

３、ロコモ健康フォーラム             長谷川 会長 

OCOA ロコモ健康フォーラムは、11/12（金）産経新聞夕刊に掲載されるとともに、シンポジウム内

容は、会員向け You Tube 配信された。今回のシンポジウムの目的は、ロコモの認知度の向上からフ

レイルと共同して健康寿命の延伸を今後の方針とすることを宣言する。 

 

４、第 61 回大阪整形外科症例検討会      9/25・大阪 山口(眞) 理事 

① 新世話人について 

済生会中津病院 大橋弘嗣先生 ⇒ 乾健太郎先生 

大阪警察病院 西原俊作先生 ⇒ 大島和也先生  北野病院 麻田義之先生 ⇒ 後任なし 

過去に世話人会に加入いただいていた関西電力病院に世話人会の再加入を依頼することに決定。 

②第62回当番世話人は住友病院 渋谷高明先生、 

第63回当番世話人は 山口医院 山口眞一先生、に決定。 

③次回候補日：2022年2月5日（土）、開催形式：集合またはWEBまたはハイブリッド 

座長は日高典昭先生、鈴木隆先生 

 

５、令和 3 年度第 1 回 JCOA 学会雑誌編集委員会   10/25・TV 山口(眞) 理事 

（１）第34回学術集会（新潟）での発表演題論文オンライン投稿が本委員会開催時点で極めて少ないこ

とから、投稿期限を令和 3 年 10 月 29日から同年 11月 14日まで延長することとした。 

（２）今後、投稿数増加のための対策として、演者への投稿依頼をより頻回に行う、一般演題から優秀

な演題に賞を設け、賞金の授与とともに論文投稿を義務づける、査読作業の迅速化などの意見が出

され、引き続き審議を行うこととした。 

（３）Arthrex Japan 合同会社からの広告掲載依頼を許可することとした。 

（４）本会雑誌への英文論文での投稿は可能であるか、との審議提案が出され、査読作業に支障がある、

英文での査読は無理である等の意見が出された。 

 

６、第 78 回 JCOA 近畿ブロック会議           11/6・TV 堀口 副会長 

 ・当番世話人 島 欽也先生（和歌山） 

・令和3年度第1回自賠・労災委員会の報告（京都 岩田啓史先生） 

１．損保の任意一括払いの当初からの取り下げ・治療途中の中止について 

（１）会員から損保会社による一括払いの一方的な取り下げや中止についての質問が複数寄せられた。 

（２）一括取り下げには、いくつかの理由があり、会員にはその理由を知って理解していただく必要が

ある。 



（３）一括払い中止は、6か月以上の長期治療のケースに多く、注意が必要である。 

また、後遺障害は長期治療に関係なく、残存する症状が書かれた診断書内容により損害保険料

率算出機構で判定される。 

（４）本委員会として、会員に対して一括請求の取り下げ、中止理由に関する広報を複数回にわたり実

施していくこととした。また、本件については、都道府県の三者協議会で、損保側と個々に話し

合いを行い、対応していただきたい。一括取り下げ、中止の場合は、早急に損保会社から医療機

関への連絡をお願いする。 

 

７、令和３年度第３回 JCOA 医療システム委員会   10/13・TV 宮崎 理事 

コメディカルによるエコーの使用について以下のような意見があった。 

・医師以外（具体的には PT）がエコー手技を行い、その結果を患者に説明することが一般的になっ

てしまうと、柔整は間違いなく同じようなことをやりだすと思われる。 

・PTが医師の管理下に医療機関内で行う分には良いともいえるが、医療機関ではないところで行う

ことは禁止すべきである。 

・法的には柔整がエコーをあてるのを止めることは出来ない。我々に出来ることは、整形外科エコー

の手技に精通することで、医師の管理下でのみ行うことを徹底すること。 

 

８、第 4回 JCOA 理事会及び整形外科医政協議会執行委員会 10/17・TV 貴島 理事 

・各地区での発災時に対応できる連絡網の構築を目的として、各地区単位で JCOADiT各ブロック実

務委員会の開催を行う事が承認された。3か月ごと年 4 回開催予定で、近畿・中四国（15名）参加

の予定。 

・国際交流委員会委員の補充について、長山 正 会員（近畿・大阪）の国際交流委員会委員の就任

が承認された。 

・第 4 回 JCOA 災害医療チーム研修会について（河村） 

  令和 4 年 2月 12 日（土）15:30～17:00 に Zoom ミーティングを用いて完全ウェブ方式で開催する

ことが報告された。 

・交通事故に起因する脳脊髄液漏出症を疑う患者の診療に関するアンケート結果が、メディカルトリ

ビューンに記事として掲載されることが報告された。 

 

９、第２回 JCOA IT 戦略委員会              白木 副会長 

・JCOA ウェブサイトの更新と構築の検討：村上一穂氏（本田整形 事務）にお願いしウェブサイト

のリニューアルは、さくらレンタルサーバ-に移行完了した。以後の管理・運営は NTS 木村 茂 氏

にお願いし、委員会内での要望事項については、宮川一郎委員が窓口となり連絡してもらうことと

する。 

 

１０、１１、大阪臨床整形外科医会療法士会 第 55回勉強会及び決算報告 

10/18・大阪 白木 副会長 

・大阪臨床整形外科医会療法士会 第 55回 勉強会を、『肩関節周囲炎の運動療法』というテーマで

令和 3 年 11 月 7 日（日）10:00～12:30 に開催した。参加者は 13.名（内会員 11 名）であった。 

 

１２、第 3 回 JCOA総務委員会        10/20・TV 邉見 理事 



（１）JCOA 生命共済保険と他団体の生命共済保険を比べて、JCOAのほうが低額保障の保険があり、

保険料においてもかなり有利に設定されていた。今後、来年の新規加入案内をすすめる。 

（２）新規 JCOA 会員を増やすため、各県の現状報告をして頂いている。東京都以外の道府県は減少幅

も少なく概ね上手くいっているが、東京都の減少幅が大きく、現在対策を進めて頂いている。 

 

１３、後期高齢者のフレイルに関する医師向け研修会   11/25・大阪 宮田 理事 

フレイル検診に関する郡市区医師会周知 DVD を広域連合、府医師会とで作成した。近日中に配布さ

れる予定である。後期高齢者の質問 7,8,9,の全 3項目該当者、1-2項目該当者のうち筋骨格系治療者に

は整形外科に紹介受診を勧められることになる。1-2 項目該当者のうち筋骨格系治療者以外は、市町

村での対応が求められている。これを機会にロコトレの普及が進むよう、医師会、市町村に働きかけ

て欲しい。パンフレットの内容はよいが、婉曲な表現のほうが良い部分もあるという意見があった。 

 

１４、2021 年度 JCOA シンポジウム  11/27・東京およびWEB  岸本(成) 理事 

テーマ「柔整療養費審査会の問題点」 

・審査の先生方・保険者によるシンポジウム・柔整審査委員へのアンケート結果発表。 

・柔整問題について支払基金を含めた意見交換がなされた、と報告された（以下に抜粋） 

・柔整審査会でチェックしている項目は、多部位施術・長期施術・頻回施術・部位転がし・典型的

な不正請求。返戻できるのは事務的な間違いのみで、不正が疑わしい請求明細書の保険者として

の調査権限（ハガキ調査）は柔整師が回収して都合良く回答する実態。 

  ・審査実際：疑問な受傷理由ばかり、疑義ある明細書を保険者通報、面接確認委員会に繋げる 

・面接確認委員会：カルテ記載等ずさんな施術所ばかり。医科なら監査保険医取消処分。 

・カルテデータの大規模調査の結果：柔整の施術対象中高年の変性疾患を対象結果。 

 

１５、令和 3 年度セラピスト資格継続研修会      11/7・11/28  上野 理事 

大阪府医師協同組合ビルにて開催。 

1 回目（11月 7 日）  68名参加。講師（和田、邉見、山口(眞)、榎本） 

2 回目（11月 28日）68名参加。講師（堀口、中谷、史、宮﨑）（敬称略） 

計 2回で、収支＋34,970 円、と報告された。次年度は 1 回で開催の予定。 

 

１６、リクルート委員会               片岡 理事 

労災・府医の新規開業リストを含めて、リストのアップデートをおこない、今後も未入会者の勧誘を

継続することとなった。 

 

１７、広報委員会                調子 理事 

・長谷川会長諮問（OCOA 会報誌の PDF 化について）に対する委員会答申（11/7∼23 メール審議） 

紙媒体を継続するが、ホームページに PDF で掲載し閲覧可能とし、併用することとなった。 

・OCOA 会報 48 号のスケジュールと原稿の依頼について報告された。 

  「なにわの先達」（地域医療に貢献した先生）の著者の推薦のお願い。 

   

 

１８、研修会実施報告             堀口 副会長    



第 344 回研修会（令和 3年 9 月 25日WEB 研修会 サテライト会場：閉鎖） 

共催 第一三共株式会社 16:00～ 視聴者数 109 名（会員 81名 非会員 28名） 

第 345 回研修会（令和 3年 10 月 16 日WEB 研修会 サテライト会場 ANA クラウンプラザ） 

共催 帝人ヘルスケア 16:00～ 視聴者数 109 名（会員 84名 非会員 25 名） 

特別研修会（令和 3 年 10月 30 日 WEB 研修会 サテライト会場アステラス大阪オフィス） 

共催 アステラス製薬株式会社 16:00～ 視聴者数 120 名（会員 77名 非会員 43 名） 

第 346回研修会（令和 3年 11月 13日 WEB 研修会（E-TEST無 サテライト会場 TKPガーデンシ

ティ大阪梅田）共催 久光製薬 16:00～ 視聴者数 109 名（会員 73名 非会員 36 名） 

 

１９、その他              長谷川 会長 

次回以降の理事会開催場所と懇親会については、COVID19 感染情勢を考えて決定する。 
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